妊娠期・乳幼児期における「親支援プログラム」と「情報冊子」のテーマ

○妊娠・出産について

・妊娠中の経過やトラブルの予防の知識
・赤ちゃんの衣服，育児用品，おもちゃ，寝具等の準備（レンタル・購入）についての
情報と知識
・出産を安心して迎えるための出産時や出産後の情報や知識
・妊婦の場合，赤ちゃんを触る体験，先輩ママの経験等が必要　　
・授乳の仕方
・赤ちゃんと一緒に暮らすことのイメージトレーニング

・マタニティブルーとうつ病の基本知識
○食について
・離乳食から幼児食への進め方
・食と味覚の大切さ，栄養についての知識，アレルギー
・形態がわからない親に実物を見てもらえる機会が必要（ドロドロ状，ベタベタ状など具体的にイメージがわかない）
・栄養士からだけではなく，先輩たちからの情報が必要
　・一生懸命作ったものを食べてくれないことのストレスが大きい，心の持ち方を伝える
○遊びについて
・発達に即した子どもの遊びとそのかかわり方の知識，特に0歳児では，外遊びができる時期やどのように遊ぶのか（大人の関わり）など，成長にそった情報や知識が必要
・絵本や玩具，身近な生活用具が用意されたなかでの回りの物に対する興味関心が芽生えるようにしていく

・友達と一緒に遊んだり行動することに喜びを見出せるようにしていく
・けんかなど葛藤を経験しながら次第に相手の気持ちを理解し相互に必要な存在であること
　を実感できるように していく
・遊び場とその情報
　・テレビ，ビデオに加え，テレビゲームが子どもの中に浸透し始める頃である。ゲームが子どもに及ぼす危険性を理解し，与えない，あるいは与える際の留意点などについて考える
○成長・健康・安全について
・室内の事故，戸外の事故についての予防と対応
・子どもの成長が他の子より遅くないと安心できるような発育・発達の知識
・かかりやすい病気や感染症，起こりやすい事故について予防と対応の知識
・医療機関のかかり方等の知識
・相談機関に情報提供
・健診制度，医療費公費負担，予防接種など
・車の中に乳幼児を置き去りにすると熱中症で死んでしまうことを知る場が必要。他お風呂の残り湯での溺死など
○生活習慣について
・生活リズム，しつけなどの大切さについての知識
・食事，排泄，睡眠，衣服の着脱，清潔（手洗いや鼻汁をかむなど）面の基本的な生活習慣
が身につくようにすることの課題
・トイレットトレーニング

・食事，しつけ，排せつ，トイレットトレーニング，生活リズム等日々の子育て情報の交換やピアカウンセリング的に相談できるようにする
・親の生活リズムに合わせて乳幼児の就眠時間が遅くなっていくことの警告の場が必要
○子どもとのかかわり方（乳幼児期の子供の発達の理解，子どもの気持ちに向き合い親としてのかかわり方を学ぶ場が必要）
・子どもにものを教える際の口調や言葉づかいや態度など
・子どもの思いに添って，どのようにかかわるかなど
・ことばのかけ方，叱り方・ほめ方などの知識

・第２子の場合，上の子とのかかわり方について
・子どもの行動に対して禁止や命令が多くなってしまう親に対して，子どもの心の発達に応じたそれぞれの育ちの時期にふさわしいかかわり方についての学習の場が必要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・子どもを語らす（子どもの話を聞き出す）・親が語りかける（子どもの聞く耳を育てる）ためのコミュニケーション力を育てあう

・子どもと楽しい時間を過ごすことの大切さを知って欲しい
・個人差があることの理解と成長・発達についての正しい理解（遅れを感じたときのかかわりのヒント）

○家族・生活等について
　・公共の場などにおける親子のマナーを親が学ぶ
・子育ては共同責任であり，夫婦の理解が子育ての秘訣を学ぶ
・妊婦の心身の状況を知り，パートナーとして妊婦を支える役割に気づく
・仕事復帰のための子どもの保育情報
・仕事を続けるためのライフプランニングの知識
・夫婦関係の安定，仕事と育児の両立など子どもが安心して成長できる家庭環境づくり
　　　・祖父母の過干渉・しつけ等

・親自身の仲間作りの場とその情報
・転居やマンション等で親が身近におらず相談できる場所
・育児不安が高じた場合，状況が悪化しないように早期対応が必要
